
大学院修士段階における「授業料後払い制度」 

制度概要   

「授業料後払い制度」とは、在学中の授業料を国が立て替え、大学院修了後に所得に応じて後払い

（返還）する制度です。授業料支援金と併せて生活費奨学金を貸与することも可能です。 

①授業料支援金（無利子）  

・年 535,800円を上限として大学が請求する授業料。 

・授業料の免除を受けた場合、免除後の金額となります。 

・授業料は、日本学生支援機構から本学に直接振り込まれ、対象者の授業料に充当されます。 

②生活費奨学金（無利子） ※生活費奨学金のみの貸与はできません。 

・月額 20,000円又は40,000円（選択可）が毎月本人に振り込まれます。 

  対象者

博士前期課程学生（※正規生のみ）で以下を満たす者 

１．日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）の修士段階を対象とした第一種奨学金と同様の申請資格、家計基準 

及び学業 成績基準を満たす者 

2.過去に貸与を受けた奨学金の返還が延滞中である等、第一種奨学金の貸与を受けられない事由が 

ない者 

  注意事項  

・機関保証への加入が必須となります。（人的保証は選択できません。） 

・返還方式は「所得連動方式」となり、大学院修了後の所得や扶養する子供に数に応じて返還する月額 

が変動します。（「定額返還方式」は選択できません。） 

・本制度を利用する場合、日本学生支援機構第一種奨学金（無利子）の貸与を受けることができません。

第二種奨学金（有利子）の貸与は可能です。 

・本制度は貸与であり、大学院修了後に所得に応じて、授業料支援金及び生活費奨学金を保証料も含め

て返還する必要があります。 

・年度途中に第一種奨学金から本制度、本制度から第一種奨学金に変更はできません。

  令和７年度からの申請手続き

 手続きの詳細については、分かりしだいお知らせいたします。 



＜参考：文部科学省作成資料より抜粋＞


